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【2016 年度 北海道ブロック 施設ソーシャルワーク 9 機能モデル研修会】 

 

施設ソーシャルワーク９機能モデルを活用した 

相談援助実習の展開 

～実習スーパービジョンに焦点をあてて～ 
 

1.開催の趣旨 

社会福祉士養成においては、より高い実践力養成が志向され、相談援助実習は目標志向型・臨床

参加型実習となってきている。現在、最も多くの学生が実習する場である入所・通所施設での実習にお

いては、利用者のニーズを捉えた個別支援と環境調整、サービスの質の向上、リスク管理、地域資源

の活用など幅広い施設ソーシャルワークを理解することが求められている。 

北海道ブロックでは、潜在化しやすいソーシャルワーク実践の確立を視野に置きつつ、レジ

デンシャル・ソーシャルワーク（通所型・入所型実践）実習の充実を目的とし、2010 年度より

施設ソーシャルワーク 9 機能モデル（以下 RSW9 機能モデル）に関わる研修等を実施している。 

また、現場においては、RSW9 機能モデルを活用した実習指導に対する関心は高まり、RSW9

機能モデルを活用した実習展開が試行されてきているものの、実習スーパービジョンにおいて

自身の日々の実践をソーシャルワークの観点から言語化することに苦慮するとの報告も少なく

ない。加えて、養成校においても、RSW9 機能モデルに関する教育が十分に確立されたとは言い

難いのが実情であり、RSW9 機能モデルを活用した指導方法に対してとまどいの声もある。 

そこで、本研修は、RSW9 機能モデルを活用した実習スーパービジョンに焦点をあて、講義に

よる RSW9 機能の基本的理解の促進と実習指導者・実習体験学生体験例報告と、参加者間での演

習・グループ討議を通じ、RSW9 機能モデルの基本的な理解を深めることを目的とする。様々な

立場から RSW9 機能モデルを活用し、より良いスーパービジョンにつながる活発な議論を期待し

たい。 

 

2.開催日時･会場 

（1）開催日時：2016 年 6 月 18 日(土) 13:00～17:30（受付 12：30～） 

（2）会  場：学校法人西野学園 札幌医学技術福祉歯科専門学校 

  札幌市中央区南 5 条西 11 丁目 1289－5 

※公共交通機関を利用し来場ください。 

（3）対  象：①社会福祉士養成校教員 

②社会福祉士養成に関心のある社会福祉士および実習指導者等 

③社会福祉士養成課程で学ぶ学生 

（4）参 加 費：現場実習指導者・養成校教員 1,000 円（資料代） 

学 生 無料 

（5）定  員：40 名 
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3.開催プログラム 司会:道ブロック研修委員 平野啓介(札幌医学技術福祉歯科専門学校) 

時 間 内 容 

12:30～ 受付 

13:00～ 開催の挨拶 （一社）日本社会福祉士養成校協会北海道ブロック運営委員長 

池 田 雅 子 氏（北星学園大学） 

13:05～ 講 演 

『施設ソーシャルワーク(RSW)9 機能モデルを活用した実習展開 

～実習スーパービジョンに焦点をあてて～』 

 越 石  全 氏（札幌医学技術福祉歯科専門学校） 

〔RSW9 機能モデルの基本的理解とスーパービジョン機能について触れ、相談援助実習

において RSW9 機能モデルを活用した実習スーパービジョン展開の方向性について講

義する。〕 

14:15～ 休 憩 

14:25～ 報 告 

『施設ソーシャルワーク(RSW)9 機能モデルを活用したスーパービジョン展開例』 

〔相談援助実習において、RSW9 機能モデルを活用したスーパービジョンがどう展開

されているのか、各領域で実習指導にあたる現場の方からご報告いただく。 次に

相談援助実習を体験した学生（卒業生）の立場から、実習プログラムに取り組む過

程で、RSW9 機能モデルを交えたスーパービジョンに関する体験をご報告いただき、

研修終盤のグループ討議における題材とする。〕 

（1）現場報告（各 20 分） 

『施設ソーシャルワーク(RSW)9 機能モデルを活用したスーパービジョンョン展開例』 

【報告①】タイムスタディの理解を中心に 

渡辺 啓太 氏（特別養護老人ホーム 緑愛園） 

【報告②】当事者性の理解を中心に  

       長濱 章雄 氏（障がい者支援施設 希望学園） 

（2）学生報告（15 分） 

 佐々木 健氏（北海道医療大学／平成 26 年 札幌医学技術福祉歯科専門学校卒業） 

（3）質疑応答 

15:40～ 休憩  
15:50～ グループ討議 

〔実習プログラム内で想定される RSW9 機能モデルを活用した実習スーパービジョン

例を提供し、RSW9 機能モデル理解の必要性や自身の今後の実習スーパービジョンの具

体的展開方法、更にはアイデア等について検討する機会としたい。〕 

（1）検討および情報交換（50 分） 

施設ソーシャルワーク(RSW)9 機能モデルを活用したスーパービジョンの実際と今

後の具体的展開、アイデアについて 

（2）各グループより報告・まとめ（40 分） 

コメンテーター 越 石  全 氏 

17：20 閉会の挨拶 北海道ブロック研修委員長 巻 康弘 氏（北海道医療大学） 

17：30 終了・解散 

18:00 懇親会（希望者のみ） 
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【懇親会のお知らせ】 

 18 時 00 分頃より懇親会（会費 3500 円程度）を予定しています。 

 参加希望される方は申込書に併せて記載願います。多数のご参加お待ちしております。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【研修会場のご案内】 

学校法人西野学園 札幌医学技術福祉歯科専門学校 

  札幌市中央区南 5 条西 11 丁目 1289－5 

※公共交通機関を利用し来場ください。 

〔①地下鉄東西線 「西 11 丁目」下車（徒歩約 8 分）又は 

②じょうてつバス「南 6 条西 11 丁目」停留所下車（徒歩約 1 分）が便利です。〕 

玄関は２階です。研修会場については、玄関入ってすぐの案内貼紙をご確認ください。 

 

校舎図（外観） 

（石山通南 6 条西 10 丁目側から見た校舎図）→    ↓ 
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申込用紙 

（本用紙をそのまま送信ください） 

6/18（土）2016 年度北海道ブロック RSW9 機能モデル研修会 

送信先 FAX 番号 011-387-3692 

（E-mail でお申込みの場合は ymmtmym@hokusho-u.ac.jp へお願いします。） 
 

【お申し込み先（とりまとめ担当）】 

北翔大学 生涯スポーツ学部 健康福祉学科 山本麻由美（共同研究室）宛 

 

お申込〆切 2016 年 6 月 10 日（金） 

所属機関 

・団体名 

 

代表連絡先 

（電話またはメール） 

 

参加者氏名 職 名 
懇親会 

（どちらかに○） 

備 考 

  参加 ・ 不参加  

  参加 ・ 不参加  

  参加 ・ 不参加  

  参加 ・ 不参加  

  参加 ・ 不参加  

お送りいただいた情報は、本研修以外に使用することはありません。  

 

【お問合せ先】 

学校法人西野学園    

札幌医学技術福祉歯科専門学校 

福祉部 平野啓介 

E-mail ssw-kh@nishino-g.ac.jp 

電話（直通）011-522-7308 

mailto:ymmtmym@hokusho-u.ac.jp

